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＜概要＞ 

 本研究は、半島特有の地形的・交通的制約を抱える神奈川県三浦半島において、農業がいかに発展し

てきたのかを歴史的・地理的・社会的観点から分析したものである。対象は三浦市と横須賀市であり、

農業センサスや農協・自治体資料の分析、ならびに農業者インタビューを行い、「三浦半島型農業」と

呼ばれる発展モデルの形成要因を明らかにした。調査の結果、三浦市では大規模圃場での少品目大量

生産と農協共販体制を基盤とした農業経営が確立されている一方、横須賀市では傾斜地を活かした少

量多品目栽培と直売所「すかなごっそ」を中心とする流通戦略が展開されていることを確認した。ま

た、歴史的には横須賀海軍による需要、京浜急行の延伸の有無、土壌条件や行政施策などが農業発展に

大きく影響を与えてきた。 

＜成果＞ 

・農業経営の地域差の明確化 

・「都市益」の活用 

・ブランド形成と流通戦略 

・歴史的要因の影響 

半島という条件不利性を逆手に取り、「地形条件×流通形態」の多様性が持続的発展の鍵となる。 

本事例は、他の半島地域や中山間地域農業の政策設計にも応用可能である。 
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